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診療内容　病床数５６０床

整形外科
リハビリテーション科
泌尿器科
放射線科
歯科（入院のみ）

総合内科
循環器内科
神経内科
麻酔科
臨床検査科

呼吸器内科
呼吸器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

アレルギー科
眼科
耳鼻咽喉科
皮膚科（入院のみ）

消化器内科
消化器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

●西武池袋線 清瀬駅南口よりタクシー５分、または南口バス２番乗り場より久米川駅行・所沢駅東口行は東京病院北下車、下里
団地行・滝山営業所行・花小金井駅行は東京病院玄関前下車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ武蔵野線 新秋津駅よりタクシー１０分、または西武池袋線に乗り換え。
●西武新宿線 久米川駅北口より清瀬駅南口行で東京病院北下車。または花小金井駅北口より清瀬駅南口行きで東京病院玄関前下
車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ中央線 武蔵小金井駅より清瀬駅南口行のバス路線があります。
●東武東上線 志木駅南口より清瀬駅北口行のバス路線があります。
●お車でお越しの際は正面よりお入り下さい。
　（駐車場２６５台）
　３０分以内　無料
　３１分～４時間　１００円
　以後１時間毎　１００円
　（２０時１５分～７時　１時間毎３００円))

専　門　外　来　案　内

交通

医療連携室よりお知らせ　患者様をご紹介いただく場合（医療機関）
　　外来診療の予約 ：診療依頼書をFAX送信して下さい
　　CT・MRI検査の申し込み ：医療連携室へお電話下さい

呼
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　来

水（午後）

火（午後）

最近ものわすれのひどい方、アルツハイマー病などが心配な方。
（あらかじめ神経内科を受診して下さい。）

タバコがどうしてもやめられない方。
（当院の禁煙外来は、平成20年1月より保険が適用となりました。）

ものわすれ外来（予約制）

禁　　　煙（予約制）

木（午後） 肺がん治療についてのセカンドオピニオンを希望される方。［1時間まで10,800円］

通常の喘息治療でうまく喘息がコントロールされていない難治性喘息の方。

肺 が ん セ カ ン ド
オピニオン（予約制）

水（午前）
この病気は「息切れ」と「から咳」がよくある症状です。
治療が難しく、膠原病に合併する場合もあります。間質性肺炎（予約制）

難 治 性 喘 息 外 来
　　（予約制）

火（午後）

月（午後）
2時～4時

咳をともなって気道・肺から出血する状態を喀血といいます。肺アスペルギルス症、気管支
拡張症、非結核抗酸菌症、肺結核、肺癌の患者さんにおこります。ご相談ください。喀　　  血（予約制）

水（午前）
咳や痰が出て、血痰があるなど一見結核にみえますが違います。
結核とそっくりの症状がこの疾病です。他人への感染はありません。非結核性抗酸菌症

金（午後）
肝臓癌、胆嚢癌、胆管癌、膵臓癌や胆石症など、肝胆膵疾患の手術のご相談、お申し込み、
セカンドオピニオン等に、専門の医師が対応いたします。肝　　胆　　膵（予約制）

木（午前）

水（午後）
13：30～15：30

連携医の先生方かかりつけの患者様で、運動・言語・嚥下機能に問題があり、
リハビリテーションをご希望の方。（かかりつけ医の情報提供書が必要です。）
白内障の診断、手術の相談、説明など、これから白内障手術を検討されている方の
各種相談などを行っています。

地 域 リ ハ ビ リ 相 談

白 内 障 外 来（予約制）

木
（第1週・第3週のみ） 失語・失行や健忘などの診断、リハビリテーションへの紹介など（要神経内科外来受診）。高 次 脳 機 能 外 来

専門外来名 診察日 このようなことでお悩みの方は、ご相談ください

月～金（午前）
ご家族などから「いびきが大きい、長く続く」あるいは「ねている時に息が止まる」などと
言われた方。COPDを疑われたり、COPD呼吸リハビリを御希望の方。

い  び  き  COPD
（睡眠時無呼吸症候群の検査）

受付時間：初診 8:30～14:00（消化器内科の月、金は１２:００までの受付）
　　　　　再診 8:00～11:00 （受付時間平日8：30～15：00まで）

予約センター　042-491-2181

WEB検索

○呼吸器センター ○喘息・アレルギーセンター ○消化器センター ○総合診療センター ○放射線診療センター
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第 54 号
平成27年11月号に寄せて

国立病院機構東京病院院長　大田　健

　今年もすでに11月を迎え、時間の経つ速度に驚かされている今日この頃です。次に挨拶を書く
のは年を越してからになりますので、少し早いのですが、まずは、今年も東京病院を支えて頂い
た多くの皆様に感謝申し上げます。とくに連携医の諸先生との交流は当院にとって、地域医療へ
の貢献を果たす上で鍵となるものであり、医療連携に関係される皆様に厚く御礼申し上げます。
　さて本日、11月14日は第4回東京病院祭の開催日で、土曜日ですが多くの職員が出勤して、病
院祭の成功に向けて力を合わせて頑張りました。今年は渋谷金太郎清瀬市長にも多忙な中を出席
していただき、ご挨拶をしていただきました。病院としても清瀬市の応援と期待を肌で感じ、さ
らに病院を整備し医療機関としての機能を一層高めようという意欲に駆られたところです。今年
はクラシックコンサートを企画し、黃原亮司さんのチェロ、山形由美さんのフルート、水野ゆみ
さんのピアノによる素晴らしい演奏を聴くことが出来ました。同時に血管年齢、物忘れ、肺年齢
という3種目の測定、健康相談や放射線診療センターの見学ツアーなどの企画も組み、雨模様の
中1000人以上の方が参加され、大変好評のうちに閉会することができました。結核療養所という
イメージはなかなか取れないようですが、病院を見ていただくことで、当院の現状を正確に把握
していただければと考えております。また11月17日には医療連携交流会を予定しており、今年度
から東京都医師会長に就任された尾崎治夫先生にご講演をしていただきます。尾崎先生は地元東
久留米市医師会元医師会長であり、当院の連携医、そして東京病院医療連携推進委員会委員とし
て以前よりお世話になっておりますが、今回は東京都医師会長のお立場から今後の医療政策につ
いてお話しいただく事になりました。お陰様で連携医の先生の人数も200人を超え、北多摩北部
医療圏およびその近傍地域の中で当院が一層貢献できる体制が整ってきていることを認識し、地
域医療連携の一翼を担うべく、今後とも当院に
おける医療内容の充実を図って参ります。
　「自分や自分の家族がかかりたい病院」を念
頭に、スタッフ全員がそれぞれの職責をしっか
りと果たせる職場として、引き続き運営したい
と思います。どうぞよろしくお願い申し上げま
す。
　平成27年11月14日

表紙4

FAX 042-491-2125（8:30～15:30）
TEL 042-491-2934（8:30～17:15）

東京病院際コンサート

「人間ドック」・「肺ドック」・「消化器ドック」受付しております。
<実施期間> 「人間ドック」：平日の月・木・金曜日のみ（金曜日の人間ドックはペプシノゲン検査選択の方のみ可能）
　　　　　　「肺ドック」「消化器ドック」：平日の月～金曜日
<受診を希望される方は>
　完全予約制となっておりますので、ご希望の方は下記の予約センターまでお問い合わせください。

【予約センター：TEL 042-491-2181　　受付時間：平日 8：30～15：00】
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6頁裏面1Ａ4（210×297）

連携医の方を紹介します連携医の方を紹介します

 

小平すずきクリニック

 

 

 

院長からの一言：
がんの在宅緩和ケア、呼吸器疾患の在宅ケアを中心とした在宅診療専門クリニックです。

　「おうちの笑顔を支えたい～患者さんとご家族を地域のネットワークでお手伝いします。」
在宅の場で「生活の質（QOL）」が上がるように、治せる病気は治し、苦痛を和らげ、できるだけ楽に過ごせる
ような医療そしてケアを目指します。患者さんとそのご家族が病気とうまくつきあい、生活ができるよう
に、北多摩北部地域の医療、そして介護、福祉などのネットワークで支えていきます。
　定期的にご自宅を訪問し、さらにいつでも電話相談でき、必要なら往診も可能な体制で、ご本人とご家族
を支えます。可能な限りゆっくりお話をお聞きする時間を作ります。
　もともと呼吸器内科医です。肺がんの方のみならず他臓器がんの方の在宅緩和ケア、そして在宅酸素療法
中など呼吸器疾患の方を中心に、小平市、東村山市、他の近隣市を訪問してお手伝いしています。

院長　鈴木　道明　先生　　

標榜科：内科　呼吸器内科　アレルギー内科

月

訪問

訪問

相談
外来

訪問

訪問

訪問

相談
外来

訪問

相談
外来

訪問

×

×

×

×

火 水 木 金 土 日

午後
13：00～18：00

診療時間
午前

9：00～12：00

※相談外来は予約制となっております。事前にお電話にて
お問合わせください。
　ご相談のお電話は看護師がお受けいたします。
平日：月・火・木・金　９時～１２時、１３時～１７時
（水曜日は相談の電話はお受けできません）
《休診日》土曜、日曜、祝日

所在地：〒187-0041
 東京都小平市美園町１－１５－２
 プレミール小山４０５
連絡先：TEL 042-349-0015
 FAX 042-349-0020
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「救急の日」に東京消防庁から感謝状をいただきました

　平成27年9月9日の「救急の日」に、当院の小林信之統括診療部長が、東京消防庁

救急部長から感謝状を贈呈されました。

【小林統括診療部長コメント】

　救急医療は一部の医療者だけではできません。東京病院は、救急患者さんの円滑な

受入れ、「救急医療の東京ルール」への参画、救急救命士の再教育など、職員が一体と

なり積極的に取り組んできたことが評価されたものと思います。救急医療に携わって

きた病院スタッフならびに関係部署の皆様に深く御礼申し上げます。この度の栄誉を

励みに、東京病院は、地域の医療機関ならびに消防署との「顔の見える連携」を強化し、

救急医療の更なる充実と発展のために、なお一層、努力してまいりたいと思います。
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リハビリテーション科　新藤　直子
　昭和 57 年に初めて当院に就職、その後国立精神神経研究センター、国立障害者リハビ
リテーションセンターなどで研修し、昭和 63 年に再び戻ってきて以来、足かけ 30 年程東
京病院で勤務しています。
　就職当時は、訓練スタッフも 5、6 名と大変こじんまりとしたものでしたが、そのころ
からずっと 50 床の専門病棟で主に脳血管障害のリハビリテーションに携わってきました。
また、東京病院には呼吸器のリハビリテーションの長い伝統があり、在宅酸素療法など呼
吸不全の方の生活の質を高める医療の発展をリアルタイムに目にすることができたのは大
変貴重な経験であったと思います。
　介護保険制度や回復期リハビリ病棟の創設など、時代の変化を経て、現在は 365 日休み
なくリハビリテーションができる体制へと大きく発展し、スタッフも 40 名を超える大所
帯となりました。対象者も、脳卒中や整形外科疾患の回復期、神経難病、そして当院の特
徴である呼吸器疾患、周術期リハビリなど多岐にわたっています。
　リハビリテーションは比較的新しい分野ですが、障害の予後予測や治療技術も進歩し、
個人個人に合わせた目標とプランがきちんと立てられるようになってきました。また高齢
化社会の中で運動不足の弊害「廃用症候群」をより意識した医療が必要になってきていま
す。
　入院中の各種訓練はもちろんですが、院内各科の先生方やソーシャルワーカーと協力し
て治療後の患者さんが地域で安定して生活できるよう連携してゆくのも大切な役割だと思
っています。
　あっという間の 30 年でしたが、自分自身が変わらず持ち続けているのは一人一人異な
る「その人らしい暮らし」を支援するリハビリテーションでありたいという気持ちです。最
新機器を使って魔法のように解決できる問題は少なく、入院から退院、そして社会復帰ま
での生きたシステムを地域とともに作ってきたことが今役立っています。また、長く勤務
させていただいたおかげで、短期間では見えなかった生活習慣管理の重要性や、先々の合
併症や介護環境の変化に備えてリハビリテーションも適切な選択をしなければならないこ
とを学びました。これらの学びを新しいスタッフとも共有し、現在の診療に生かすことで
東京病院のリハビリテーションへの更なる信頼につなげていければと思っています。

当院エキスパート医の紹介

新任医師紹介
呼吸器外科　川島　峻
　平成27 年10 月から呼吸器外科の医員として勤務させて頂く川島峻と申
します。各分野のエキスパートの先生方に囲まれて働くことが出来、大変光
栄です。環境に慣れるまで至らない点もあるかと存じますが、患者さんや医
療スタッフの皆様とよりよい医療を作っていけるよう精一杯がんばっていき
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
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統括診療部長　小林　信之
　統括診療部長の小林信之と申します。東京病院では呼吸器内科全般を診療していますが、
専門は喘息アレルギー、結核・抗酸菌感染症で、主に外来を担当しています。昨年の夏、
外来で診ている喘息患者さんから、「喘息には手のひら5杯分の生野菜がいいんですって」
という新聞記事を読んだと言われました。目の前の患者さんから聞いた内容は、私が東京
病院に赴任する前に、前任地の国立国際医療研究センターで行った疫学研究の成果がマス
コミに取り上げられたものでした。生野菜の摂取と喘息コントロールとの関連性について
は、今後の検証が必要となりますが、患者さんの生活習慣は、喘息の経過に何らかの影響
を及ぼしていると考えています。
　さて、薬物による喘息のコントロールは、吸入ステロイド（ICS）、とくに長時間作用
性β2刺激薬（LABA）との配合剤が普及してからは、容易になりました。問題なのは、
良好なコントロールをどのようにして維持していくか、ということです。アレルギーの専
門家の多くは、喘息は治癒することがない、ICSは喘息のナチュラルヒストリー（自然史）
を変えることはできないと言います。しかし、長期間のICS治療、あるいは増悪要因の回
避や生活環境・習慣の改善により薬物療法から離脱できる方や、気道過敏性が正常化し“臨
床的寛解”の得られる方もいます。治癒することは難しいかもしれませんが、ピークフロ
ーや呼吸抵抗、呼気中一酸化窒素濃度などをモニターとして、「うまく治療すればくすり
から開放される可能性もありますよ」と、いつも患者さんにはお話しています。
　昨年よりスギ花粉症の治療として、舌下免疫療法が認可を受け、開始されました。さらに、
本年からダニアレルギーに対する舌下免疫療法がスタートし、免疫療法の幕開けと言われ
ます。当院の喘息アレルギーセンターでは、喘息の自然史を変えて治癒に至ることが可能
とされている免疫療法を積極的に実施していきます。また、喘息患者さんの中にはステロ
イド薬が効かない、あるいは効きが悪いタイプの喘息、いわゆる難治性喘息といわれる方
もいます。その治療薬として気道炎症に関わる分子を標的とした分子標的薬が使用されて
いますが、当センターでは重症喘息を対象とした新たな分子標的薬の開発に参加していま
す。さらに、鼻アレルギー、皮膚アレルギー、食物アレルギー、薬物アレルギー、アナフ
ィラキシーなどでご紹介いただく患者さんも増えており、アレルギー疾患については臓器・
領域を越えて適切な診療ができるよう日々励んでおります。
　結核に関しては、それぞれの患者に感染している結核菌の遺伝子情報が異なっており、
菌の遺伝子解析を行うことにより、その感染ルートや菌の特性・薬剤感受性などが迅速に
評価できる方法が開発されています。私は、これまで携わってきた結核菌の分子疫学研究
を中心に、結核診療のメッカである東京病院に新たな１ページを刻むよう尽力しておりま
す。そして、何よりも、患者さんに安心を与えるよう、誠意をもって診察させていただき
ますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

当院エキスパート医の紹介

早く飛びたいな！ 東京病院ドラマ撮影所
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呼吸器内科医長　山根　章
前回も、結核の治療についてお話しました。
要約すると、
①以前は結核の治療に2-3年かかっていましたが、現在は最短6ヶ月までに治療期間が縮まって
います。さらに治療期間を短縮するための研究がなされています。

②現在の標準治療では、治療開始2ヶ月間に4種類の薬剤を内服し、その後に2種類の薬を4ヶ
月間内服します。

③副作用などのために、最初の2ヶ月間に内服できない薬剤があった場合には、治療期間が長
くなります。

　ということでした。
　今回も、引き続いて結核治療についてお話ししたいと思います。

　薬剤耐性ということについて前々回少しお話ししました。そのときは結核菌が多くいればその
中には特定の薬剤が効かない菌が混じって存在しているということを述べました。たとえば、イ
ソニアジド（INH）という大切な薬剤がありますが、結核菌100万個に一個の割合でこの薬が効
かない菌がいると言われています。そして、イソニアジドという薬一種類だけで結核を治療する
と、この薬が効かない菌が生き残ってしまい、そのような菌が増えてくると結局イソニアジドが
効かない結核（イソニアジド耐性結核と呼びます）になる恐れがあります。そのようなことを防
ぐために数種類の薬を組み合わせて治療するのであると説明しました。
　このようにある特定の薬剤が効かない結核菌（薬剤耐性菌といいます）による結核を薬剤耐性
結核と呼びます。結核患者さんの中には、治療を開始した時点において、すでに薬剤耐性結核で
ある方もいます。こういう方は結核患者さん全体の中では少数です。
　たとえば、前回説明した重要な結核薬にイソニアジド(INH)とリファンピシン(RFP)があります
が、これらに対する薬剤耐性菌はどのくらい存在しているのでしょうか。2007年から2008年にか
けて、行われた全国調査の結果によると、国内ではリファンピシン耐性菌の割合が0.7%でした。
イソニアジド耐性菌はこれよりは多く、3.1%でした。この数字は、初めて結核になった方に関す
るものです。以前に結核の治療を受けたことがある再発結核の患者さんでは、耐性菌の頻度は高
くなり、リファンピシン6.7%, イソニアジド12.3%という数字になっています。特に現在のように
強力な薬剤がまだそろっていなかった時代に治療を受けた方が再発した場合には耐性結核である
頻度が高いと思われます。
　耐性結核に対する治療は、有効な薬剤を組み合わせて行うことになります。治療期間は、使える
薬によって異なりますが、耐性のない菌に対する治療よりは長くなるのは言うまでもありません。
　薬剤耐性結核の中には1種類の薬だけでなく、複数の薬剤が効かないものもあります。その中
でも、大切な抗結核薬であるイソニアジドとリファンピシンの両方が効かないタイプの結核菌を
特に「多剤耐性結核菌」と呼びます。効果的な薬剤が2種類も効かないわけですから、この菌に
対する治療は長期間を要します。これに加えて、さらに多くの薬が効かない場合には、治療が困
難になる場合もあり得ます。
　前記の調査結果も示しているように、初回治療前から耐性結核である場合もありますが、むし
ろ再発例に耐性菌が多く見られています。特に一回目の治療が不十分だった場合や不規則な治療
を行った場合に耐性結核となる例が多いと思われます。一回目の治療を十分に行うことが最も大
切です。
今回はこれでおしまいです。次回も引き続いて結核治療に関するお話をいたします。

結核について（7）
6   2015 vol.54
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②おくすりは水で飲むの？

　おくすりが持つ効果を安全に、そして最大限に引き出すためには、正しいのみ方で
飲むことが重要になります。のみぐすりの場合、一般的にコップ 1杯程度（約 200mL）
の水かぬるま湯でくすりを飲むことが良いといわれています。その理由は、くすりを
胃や腸に運ぶことと、くすりを溶かすことです。もし、少ない水や水なしで飲むと、く
すりがのどや食道にひっかかり、食道炎や潰瘍をおこすこともあります。また、くす
りの吸収が低下し、効果が十分に得られない場合もあります。最近では、口腔内崩壊
錠（OD錠）やチュアブル錠というくすりが増えてきました。このくすりは、唾液や少
量の水で速やかに溶けるように作られているので、水なしでも服用することができ
ます。
　水以外でくすりを飲むのはどうでしょう。くすりが飲み物の影響を受け、効果が変
化したり、副作用を引き起こすこともあります。いろいろありますが、代表的な例を
お話しします。
 ・一部の降圧薬―グレープフルーツジュース（降圧薬の作用が強くなることがあり
ます。）

 ・睡眠薬―アルコール（睡眠薬の作用が強くなることがあります。）
 ・抗生物質―牛乳、ヨーグルト飲料（抗生物質の作用が弱くなることがあります。）
 ・気管支拡張剤―コーヒー（気管支拡張剤の作用が強くなることがあります。）
 ・胃薬―炭酸飲料（胃薬の作用が弱くなることがあります。）
 ・ワルファリンー青汁（納豆と同じく、ワルファリンの作用が弱くなります。）
 ・骨粗しょう症治療薬―ミネラルウォーター（骨粗しょう症治療薬の作用が弱くな
ります。）

　くすりが持つ効果を安全に、そして最大限に引き出すためにくすりによって飲み
方が異なっています。くすりを使用するときには医師、歯科医師、薬剤師の説明をし
っかりと聞いておきましょう。

薬剤部　森　達也
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　今回は、看護師と栄養士がコラボレーションして患者さ

んに「低栄養にならないための食事」についてお話しさせ

ていただきました。

　慢性呼吸器疾患の患者さんの呼吸には健康の人の１０倍

ものエネルギーを必要とすると言われています。１０倍っ

てどのくらいでしょう？普通の人がご飯を１杯食べるとこ

ろ、慢性呼吸器疾患の患者さんはご飯を３杯食べなければ

いけません。でも、そんなに食べられませんよね？

　普段、入院してきた患者さんとお話しをする時「食べて

も食べても、痩せていく」「ちょっと食べるとすぐにお腹が

膨れる」と言われます。しかし、痩せていくことは病気が進

行する要因となります。看護師は栄養摂取の方法として

“分食”や“間食”をおすすめしますが、実際に取り入れるこ

とは難しいようです。そこで、今回、主任栄養士の中谷先

生からお話をしていただきました。

　主食、主菜、副菜をバランスよく。食事に油を使用して

手軽にカロリーUPしましょう

①　硬いもの、繊維の多いもの、ガスを発生させるものは

程々にしましょう

②　香辛料などを使って料理にめりはりをつけましょう

③　3回の食事と間食で1日分の栄養を摂りましょう

④　栄養補助食品を上手に利用しましょう

　最近は電子レンジで麺や肉、野菜を茹でたり手軽に調理

できるタッパーなどがありますので活用してください。ま

たBCAAやMCTオイルなど、機能性食品を取り入れるのも効果

があります。

　肘をついて食べることはお行儀が悪いと言われますが、

　慢性呼吸器疾患の患者さんにとっては、食事中の呼吸困

難感を軽減させてくれます。皆様にとって食事が苦痛な時

間ではなく、楽な体制で、おいしく食べられる時間になりま

すよう、願っています。

慢性呼吸器疾患看護認定看護師：秋田　馨
主任栄養士：中谷　成利　　

　次回は旅行をテーマにお話しをしようと

考えています。春の陽気がいい時期に、酸

素を持っておでかけしてみませんか？旅行

にいくための手続きなど、ご紹介していき

ます。皆様の参加をお待ちしています。

東京病院では５月と１０月の年２回、在宅酸素の会を開催しています。
先日の秋の会で４２回目を迎えました。

在宅酸素の会
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第２回多摩北部ＮＳＴ勉強会報告

「健康な食事」のマーク・続報
【マーク】

「東京病院ニュース 2015.Vol.51 」におきまして、「健康な食事のマーク」を
紹介し、「４月より、製造販売業者が基準を満たした商品にマークをつけること
ができる」としましたが、平成２７年９月９日付の厚生労働省健発０９０９
第３号にて、商品にマークを付けるという使用ではなく、「主食・主菜・副菜を
組み合わせた食事の更なる推奨を図る」目的での、シンボルマークの位置づけ
となりましたので、訂正させていただきます。詳細は下記の厚生労働省ホーム
ページをご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000096730.html (2015.10. 7.)

(前列中央)大浦先生(前列右)赤川ＮＳＴチームリーダー(前列左)山根ＮＳＴサブリーダー

(後列)当院ＮＳＴコアメンバーでの集合写真

栄養管理室主任栄養士　富井　三惠

　10月1日(木)に当院大会議室において、第２回多摩北部ＮＳＴ勉強会を開催いたしました。この勉強

会は、多摩北部地域でのNST活動の情報交換や、今後ますます必要となるだろう施設間連携づくりのき

っかけとなることを期待して、東京病院ＮＳＴとニュートリ―株式会社主催で、昨年より行っているもの

です。

　今年度は、杏林大学医学部形成外科兼担教授であられる大浦紀彦先生にお願いし、「褥瘡患者に対する

栄養治療戦略」という題でご講演いただきました。院内・外合わせて98名、近隣施設からは24施設、職

種は医師・看護師・薬剤師・管理栄養士また「褥瘡がトピックスということで理学療法士や介護士の参加

もあり、大盛況の会となりました。

　講義では、褥瘡治療における基本的な考え方として、リスク要因・原因・局所の３つがあり、中でも「栄養」

はリスク要因に分類され、欠かすことのできない重要なものである、ということを学びました。また、栄養・

代謝について、栄養学的・生化学的知識の再確認を行った上で、栄養素としてエネルギー、タンパク質、

コラーゲン、ビタミンＣ等が、創傷治癒に重要な成分であることを学びました。

　当日行ったアンケートでは、多摩北部地域での勉強会や症例検討会、地域連携の相談会などの継続開催

や参加希望が多く、今後もこのような地域での栄養サポートに役立つ活動を行っていく必要性を強く感じ

ました。来年度も、秋の開催を予定しておりますので、当院ホームページ等を通じて発信していきたいと

思います。
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診療内容　病床数５６０床

整形外科
リハビリテーション科
泌尿器科
放射線科
歯科（入院のみ）

総合内科
循環器内科
神経内科
麻酔科
臨床検査科

呼吸器内科
呼吸器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

アレルギー科
眼科
耳鼻咽喉科
皮膚科（入院のみ）

消化器内科
消化器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

●西武池袋線 清瀬駅南口よりタクシー５分、または南口バス２番乗り場より久米川駅行・所沢駅東口行は東京病院北下車、下里
団地行・滝山営業所行・花小金井駅行は東京病院玄関前下車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ武蔵野線 新秋津駅よりタクシー１０分、または西武池袋線に乗り換え。
●西武新宿線 久米川駅北口より清瀬駅南口行で東京病院北下車。または花小金井駅北口より清瀬駅南口行きで東京病院玄関前下
車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ中央線 武蔵小金井駅より清瀬駅南口行のバス路線があります。
●東武東上線 志木駅南口より清瀬駅北口行のバス路線があります。
●お車でお越しの際は正面よりお入り下さい。
　（駐車場２６５台）
　３０分以内　無料
　３１分～４時間　１００円
　以後１時間毎　１００円
　（２０時１５分～７時　１時間毎３００円))

専　門　外　来　案　内

交通

医療連携室よりお知らせ　患者様をご紹介いただく場合（医療機関）
　　外来診療の予約 ：診療依頼書をFAX送信して下さい
　　CT・MRI検査の申し込み ：医療連携室へお電話下さい

呼

　吸

　器

　関

　係

　外

　来

水（午後）

火（午後）

最近ものわすれのひどい方、アルツハイマー病などが心配な方。
（あらかじめ神経内科を受診して下さい。）

タバコがどうしてもやめられない方。
（当院の禁煙外来は、平成20年1月より保険が適用となりました。）

ものわすれ外来（予約制）

禁　　　煙（予約制）

木（午後） 肺がん治療についてのセカンドオピニオンを希望される方。［1時間まで10,800円］

通常の喘息治療でうまく喘息がコントロールされていない難治性喘息の方。

肺 が ん セ カ ン ド
オピニオン（予約制）

水（午前）
この病気は「息切れ」と「から咳」がよくある症状です。
治療が難しく、膠原病に合併する場合もあります。間質性肺炎（予約制）

難 治 性 喘 息 外 来
　　（予約制）

火（午後）

月（午後）
2時～4時

咳をともなって気道・肺から出血する状態を喀血といいます。肺アスペルギルス症、気管支
拡張症、非結核抗酸菌症、肺結核、肺癌の患者さんにおこります。ご相談ください。喀　　  血（予約制）

水（午前）
咳や痰が出て、血痰があるなど一見結核にみえますが違います。
結核とそっくりの症状がこの疾病です。他人への感染はありません。非結核性抗酸菌症

金（午後）
肝臓癌、胆嚢癌、胆管癌、膵臓癌や胆石症など、肝胆膵疾患の手術のご相談、お申し込み、
セカンドオピニオン等に、専門の医師が対応いたします。肝　　胆　　膵（予約制）

木（午前）

水（午後）
13：30～15：30

連携医の先生方かかりつけの患者様で、運動・言語・嚥下機能に問題があり、
リハビリテーションをご希望の方。（かかりつけ医の情報提供書が必要です。）
白内障の診断、手術の相談、説明など、これから白内障手術を検討されている方の
各種相談などを行っています。

地 域 リ ハ ビ リ 相 談

白 内 障 外 来（予約制）

木
（第1週・第3週のみ） 失語・失行や健忘などの診断、リハビリテーションへの紹介など（要神経内科外来受診）。高 次 脳 機 能 外 来

専門外来名 診察日 このようなことでお悩みの方は、ご相談ください

月～金（午前）
ご家族などから「いびきが大きい、長く続く」あるいは「ねている時に息が止まる」などと
言われた方。COPDを疑われたり、COPD呼吸リハビリを御希望の方。

い  び  き  COPD
（睡眠時無呼吸症候群の検査）

受付時間：初診 8:30～14:00（消化器内科の月、金は１２:００までの受付）
　　　　　再診 8:00～11:00 （受付時間平日8：30～15：00まで）

予約センター　042-491-2181

WEB検索

○呼吸器センター ○喘息・アレルギーセンター ○消化器センター ○総合診療センター ○放射線診療センター
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第 54 号
平成27年11月号に寄せて

国立病院機構東京病院院長　大田　健

　今年もすでに11月を迎え、時間の経つ速度に驚かされている今日この頃です。次に挨拶を書く
のは年を越してからになりますので、少し早いのですが、まずは、今年も東京病院を支えて頂い
た多くの皆様に感謝申し上げます。とくに連携医の諸先生との交流は当院にとって、地域医療へ
の貢献を果たす上で鍵となるものであり、医療連携に関係される皆様に厚く御礼申し上げます。
　さて本日、11月14日は第4回東京病院祭の開催日で、土曜日ですが多くの職員が出勤して、病
院祭の成功に向けて力を合わせて頑張りました。今年は渋谷金太郎清瀬市長にも多忙な中を出席
していただき、ご挨拶をしていただきました。病院としても清瀬市の応援と期待を肌で感じ、さ
らに病院を整備し医療機関としての機能を一層高めようという意欲に駆られたところです。今年
はクラシックコンサートを企画し、黃原亮司さんのチェロ、山形由美さんのフルート、水野ゆみ
さんのピアノによる素晴らしい演奏を聴くことが出来ました。同時に血管年齢、物忘れ、肺年齢
という3種目の測定、健康相談や放射線診療センターの見学ツアーなどの企画も組み、雨模様の
中1000人以上の方が参加され、大変好評のうちに閉会することができました。結核療養所という
イメージはなかなか取れないようですが、病院を見ていただくことで、当院の現状を正確に把握
していただければと考えております。また11月17日には医療連携交流会を予定しており、今年度
から東京都医師会長に就任された尾崎治夫先生にご講演をしていただきます。尾崎先生は地元東
久留米市医師会元医師会長であり、当院の連携医、そして東京病院医療連携推進委員会委員とし
て以前よりお世話になっておりますが、今回は東京都医師会長のお立場から今後の医療政策につ
いてお話しいただく事になりました。お陰様で連携医の先生の人数も200人を超え、北多摩北部
医療圏およびその近傍地域の中で当院が一層貢献できる体制が整ってきていることを認識し、地
域医療連携の一翼を担うべく、今後とも当院に
おける医療内容の充実を図って参ります。
　「自分や自分の家族がかかりたい病院」を念
頭に、スタッフ全員がそれぞれの職責をしっか
りと果たせる職場として、引き続き運営したい
と思います。どうぞよろしくお願い申し上げま
す。
　平成27年11月14日

表紙4

FAX 042-491-2125（8:30～15:30）
TEL 042-491-2934（8:30～17:15）

東京病院際コンサート

「人間ドック」・「肺ドック」・「消化器ドック」受付しております。
<実施期間> 「人間ドック」：平日の月・木・金曜日のみ（金曜日の人間ドックはペプシノゲン検査選択の方のみ可能）
　　　　　　「肺ドック」「消化器ドック」：平日の月～金曜日
<受診を希望される方は>
　完全予約制となっておりますので、ご希望の方は下記の予約センターまでお問い合わせください。

【予約センター：TEL 042-491-2181　　受付時間：平日 8：30～15：00】


